
 

山行報告書      京都田辺山友会     報告者 小川  

山 名 三 峰 山 （奈良県） 山行名    例会山行 

ルート 新田辺駅→御杖青少年旅行村→登り尾コース→三峰山→不動滝コース→京田辺 

山行日     ２０２６年２月１日（日） 天 候 晴 

参加者 

リーダー： 小川      サブリーダー：森本 

男性：山下・田中正和・葛城・中村年延 

女性：高橋・河村・米田・多田・森田・山本・岡本・阪本・田中深雪・尾松 

参加者計 １６名 

ルート概略図 コースタイム 

地 名 時：分 地 名 時：分 

新田辺駅 

 

発 06：30 御 杖 ・

青 少 年

旅行村 

着 15：30 

 

着  発 16：00 

御杖・青少

年旅行村 

着 8：50 
京田辺 

着 18：10 

発 9：25 

三峰山 
着 12：25    

発 12：55   

４・５日前までは曇り時々晴（降水確率 30％）の予報であったが、２日前の予報で晴に変り絶好の雪山

日よりとなった。 

６時半に新田辺を出発し、９時前に御杖・青少年旅行村の駐車場に付いたが既に駐車場は満杯で係

員の指示で道路端に駐車させて貰い何とか滑り込みセーフとなったが後１０分遅れていれば駐車できな

かったかなと胸をなでおろす。樹氷祭りの臨時バスも３台並んで帰っていくほど満員御礼でトイレも同じで

ある。最近は近くの高見山より人気があるらしい。 

２班に分かれて登り尾コースを登って行く。最初、雪はなかったが途中から少し登山道が凍っており、

注意しながら登る。約５０分で休憩小屋に到着。そこでアイゼンを装着し約１時間かかり５本杉避難小屋

に到着したが小屋は満杯。少し休憩した後、三畝峠に向かい登って行く。峠に近づくに連れ、風の弱い

東側斜面に霧氷が残っており、写真を撮りながら峠を目指す。 

前回は峠から三峰山山頂までの尾根筋は霧氷のトンネルの中を進んで行ったが、今日は風が強く残

念ながら霧氷はなし。 

頂上には１２時２５分に着き、順番を待って記念写真を撮り、その後風を避けて昼食を取る。頂上から

は北北東に曾爾高原や倶留尊山・古光山・大洞山等の室生火山群の山脈がきれいに見える。 

昼食後、八丁平の方に回り、大台ケ原や八経等の大峰山脈を眺め下山に入る。下山コースは不動滝

コースを下る。不動滝までは急な下りである。不動滝も一部氷が張り付き、気温の低さを感じさせる。 

その後は林道を下っていくが、救急車や消防車がサイレンを鳴らしながら林道を登って、登り尾コース

の休憩小屋の方に走り去っていった。多分、登山者がケガをして救助に向かうのだと思った。 

翌日のヤマップに救助された単独行・女性の山行報告が載っていたのでそれを読むと下山中、凍った

山道で足を滑らせ、左足首を脱臼骨折したとのことである。 

これも冬山の怖さであるが、その他にも雪崩や山の天気の急変によりホワイトアウトになり道迷いや低

体温症等命に係わる事故に遭遇することが多々あり、十二分の注意が必要であることを改めて思い知ら

された。 

１５時半過ぎに無事下山。青少年旅行村を１６時に出発し、京田辺に着いたのが１８時過ぎ。 

仲間と天候に恵まれ、楽しい一日を過ごさせて頂き、感謝。 

ヒヤリハット： なし 

三峰山・昼食 

青少年旅行村 

登り尾コース

ス 

不動滝コース 



 

感想文                                  山下 

青空をバックにした雪景色を夢みて参加を申し入れ

たところ、期待通りの晴の日に大当たりし、100%の霧

氷の出来ではなかったものの、頑張って登ってきたご

褒美はいただけた。 

三峰山は３回目位になろうか？ メモを見てみる

と、18 年前の自分の誕生日である 2 月 7 日に参加して

いて、ツリもなく無事に下山している。積雪は今回よ

り多かったように思う。その上、同じ誕生日の仲間が

いて、歓喜は倍増したものだった。 

今回、持病のツリ対策を十分にしたつもりだった

が、3～４回も襲われてしまい、その都度皆さんのペー

スを乱してしまい申し訳ありませんでした。登りの時

に当たりがない時は下りでツルことはめったにないの

だが、今回は下りでちょっとした筋肉の使い方に無理

がかかると右足や左足に衝撃的に痛みが走る。寒さと

肉体の衰えか！ 漢方薬も上限を超えた３袋になって

しまった。 

小股・小股と言い聞かせながらユルリと下るも、い

つツリが来るかとの恐怖心にとらわれて、下山口が実

に遠かった。 

軽アイゼンの部類に入るであろうアイゼンで、接地面がデコボコになる６本爪方式よりは 靴底

全体が地面にフィットする鎖式のアイゼンの方が足への負担が少ないのではないかとも思う。 

 

感想文                  多田  

 雪山の空気は思ったより冷たく、体がピリッと引き締まるよ

うな気がしました。登るにつれて雪質が変わり、キュッキュッ

と気持ちいい音、あちこちの枝や石の上にはかわいい雪だる

ま、風に飛ばされて光る粉雪、下界では経験できない冬景色を

見る事ができました。 

 ありがとうございました。 

 

感想文                   尾松  

今回が 2回目の雪山登山でした。当日は天候に恵まれ、山友

会の皆様にご助言をいただきながら安心して臨むことができま

した。木々に積もった雪が風に舞い、陽の光がキラキラとした

光景は大変素晴らしかったです。皆様と無事下山できたこと、

感謝です。ありがとうございました。 

 



 

感想文                                  阪本  

 

昨年の雪山が楽しかったので、今年も参加させていただ

きました。 

風が強くて寒かったですが、寒さを忘れるくらい綺麗な

雪景色が見られました。 

いろんな所に雪だるま、鳥、アヒル、他にも色々な形が

あり、木の枝に鳥が留まっているように置かれていたりし

て、とっても可愛かったです。 

八丁平は広々としていて眺望も良く遠くの山々もよく見

えました。後で見た登山マップに「初夏には白ツツジが咲

き誇り…」と書いてあり、機会があれば白ツツジも見てみ

たいなぁと思いました。 

不動滝も迫力ありました。一部凍っている所もあり、今

しか見られない景色を堪能しました。下山すると、救急車

と消防車が何台か停まっていました。怪我をされた方がお

られたようです。 

雪山はいつもと環境も装備も全然違うので、いつも以上

に気を付けなければいけないと感じました。 

皆様お世話になりました。楽しい一日でした。ありがとうございました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


